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THEMIS衛星データを用いた磁気圏の統計的可視化
Statistical visualization of the Earth’s magnetosphere with THEMIS probe data
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2007年 8月-2010年 10月の THEMIS衛星の磁場・粒子観測データを用いて磁気圏の平均的な構造を可視化した。
THEMISデータを用いた意義として、各境界層などの構造を鮮明に可視化できることが挙げられる。それは次の２点

による。
（１）THEMISは５機編隊で磁気圏の広範囲（30地球半径以内）を観測しており、データ量が豊富なこと
（２）観測期間の 2007年-2010年は太陽活動度が低く、したがって磁気圏が静穏であり、かつ短期間であるために条

件の揃ったデータが得られていると期待されること

本研究では、THEMIS衛星で取得されたデータをGSM座標系の X-Y 面上に並べ、次に空間を約 1RE × 1RE(RE：地
球半径)の大きさの領域に分割して、各領域におけるイオン・電子の密度・温度・流速３成分、磁場３成分などのパラメー
タについて平均値を求め、さらにそれらをカラーコードで表現した。
この作業によって、磁気圏の bowshock, magnetosheath, magnetopause, plasmasheet boundaryなどの領域を可視化するこ

とができた。さらにこの可視化した結果を用いて、以下の２点について考察した。
（１）磁気圏の形状に関する過去の研究やモデル（Shue et al.[1997]モデル, Peredo et al.[1995]モデルなど）との比較
（２）太陽風動圧の変動や磁気嵐に対する、磁気圏の構造・プラズマ輸送の応答


